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Fig・7　　Load－rotation　angle　relationships　at　the　free
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実験値と一致するように制御して行った。
　Fig．、4に荷重～たわみ関係，　Fig．5に荷重～ねじ
れ角関係を，それぞれ1要素近似による解析の結果と
ともに示す。この供試体にせん断力のみが負荷された
ときに固定端の曲げモーメントが全塑性曲げモーメン
ト砺ッ（ル窃の1．27倍）に達するのは，計算上ではせん
断力が2．08tonのときであるから，ねじりモーメント
の影響でかなりの耐力低下がおきていることがわか
る。解析結果は耐力を極めてよい精度で予測している
ものの，ねじり変形をかなり少なく評価していること
がわかる。解法の違いによる差はほとんど見られない。
　Fig．6とFig．7は10要素近似による解析結果との
比較である。荷重～たわみ関係は1要素近似の場合と
ほとんど同じであるが，荷重～ねじれ角関係は1要素
近似のときから大きく変化し，二つの解法とも1要素
近似に比してねじり変形を大きく算定している。これ
は部材の内部に節点が存在するために，塑性的な挙動
がより正確に評価されたためであろうが，本解法の結
果が実験結果により近づくのに較べて，一般化応力に
よる降伏曲面を用いる解法は，むしろ誤差が大きくな
る傾向が見られる。
32 ねじりと曲げを受ける鋼管部材の弾塑性挙動
　Fig．8とFig．9は，それぞれ図中に示した繊維の
荷重～垂直ひずみ関係と荷重～せん断ひずみ関係の，
本解法による結果との比較である。実験結果は固定端
の溶接部先端からlcmのところに貼付されたひずみ
ゲージの値，解析結果は固定端断面の値であるから厳
密な比較はできないが，本解法の結果は妥当なもので
あると言えよう。また，要素分割数の違いによる差異
はそれほど大きなものではない。
　以上，わずか1体の実験結果との比較ではあるが，
部材にねじりモーメントが負荷される可能性のある骨
組構造物の弾塑性解析に，本解法も文献2の解法も1
部材1要素近似程度で充分使用し得ると思われる。ね
じり変形にある程度の誤差が生じるものの，耐力には
充分な精度が期待できよう。ねじり変形を正確に知る
ためには，本解法による1部材多要素近似解析が必要
である。
4．結　語
　本論文では，円形鋼管部材を対象とした弾塑性接線
剛性行列を導いた。この剛性行列は，塑性関節部の部
材繊維の塑性的な挙動にMisesの降伏条件とZiegler
の移動硬化則を仮定して導かれており，ねじりモーメ
ントが部材の塑性的挙動におよぼす影響をかなり厳密
に考慮することができる。解法の精度を実験結果との
比較によって検討し，ねじり変形にある程度の誤差を
覚悟すれば，耐力に関しては1部材1要素近似で充分
な精度が期待できることを示した。
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